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一 般 質 問 一 般 質 問

中
高
年
の
引
き
こ
も
り

が
増
え
国
も
調
査
を
始
め
る

が
、
市
や
団
体
等
が
で
き
る

こ
と
は
。 

一
つ
の
組
織
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
支
援
機
関
が
情
報
を

共
有
し
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

空
き
家
の
解
体
費
用
に

支
援
を 空

き
家
を
解
体
す
る
こ

と
で
の
政
策
効
果
は
。 

解
体
後
の
跡
地
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

利
活
用
も
可
能
。
更
地
に

な
れ
ば
不
動
産
と
し
て
流

通
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。

各
種
支
援
施
策
を
創
設

す
べ
き
で
は
。

特
別
融
資
は
大
変
有

効
な
方
策
と
認
識
し
て
い

る
。
低
金
利
の
空
き
家
解

体
ロ
ー
ン
の
創
設
に
つ
い

て
、
市
内
の
銀
行
と
の
連

携
協
定
の
締
結
を
進
め
て

い
き
た
い
。

地
蔵
街
道
の
整
備
と　

安
全
対
策 亀

久
保
郵
便
局
付
近
、

西
消
防
署
南
側
の
カ
ー
ブ
区

間
、
富
久
バ
ス
停
付
近
、
科

薬
研
の
Ｔ
字
路
、
旧
豊
島
屋

角
の
交
通
安
全
対
策
を
。

現
地
を
確
認
し
、
対
策

可
能
な
箇
所
は
路
面
表
示

や
注
意
喚
起
看
板
な
ど
の

安
全
対
策
を
検
討
す
る
。

健
康
づ
く
り
計
画
の
施
策
展
開

足
立
志
津
子 

議
員

エ
コ
パ
の
バ
ー
デ
プ
ー

ル
を
活
用
す
る
な
ど
、元
気
・

健
康
都
市
宣
言
を
全
庁
的
規

模
で
推
進
す
べ
き
で
は
。 

全
庁
的
に
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

滝
、
中
丸
、
水
宮
地
区

の
浸
水
対
策 増

設
す
る
ゲ
ー
ト
ポ
ン

プ
か
ら
、
新
河
岸
川
に
放
流

で
き
な
い
場
合
の
対
応
や
減

災
対
策
は
。

浸
水
地
区
周
辺
の
既

設
雨
水
管
に
暫
定
放
流
す

る
な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ

対
応
す
る
。

　

雨
期
前
の
側
溝
、
雨
水

浸
透
ま
す
の
点
検
で
適
切

な
維
持
管
理
を
行
い
、
減

災
に
努
め
た
い
。

新
田
保
育
所
周
辺
の　

交
通
安
全
対
策 待

避
所
の
確
保
や
、
保

育
所
へ
の
車
飛
び
込
み
防
止

策
を
。保

育
所
側
の
待
避
所

確
保
と
と
も
に
、
防
止
策

も
検
討
中
で
あ
る
。

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら　

守
る
対
策 下

校
時
も
交
通
指
導
員

を
配
置
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。下

校
時
ま
で
の
対
応

は
難
し
い
と
考
え
る
。

生
徒
も
先
生
も
休
養
日

が
取
れ
る
よ
う
に
す
る
に

は
。

３
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
運
動
部
活
動
の
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ

た
。
市
で
も
運
動
部
・
文
化

部
を
対
象
と
し
た
部
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。

生
徒
の
自
主
性
を
重
視

し
、
生
徒
の
人
格
や
尊
厳
の

確
保
を
。

部
活
動
は
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
を
育
成
す
る
上

で
も
重
要
な
教
育
活
動
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

保
護
者
の
悩
み
の
共
有

や
専
門
家
と
の
協
働
を
す
べ

き
で
は
。

生
徒
に
と
っ
て
充
実
し

た
部
活
動
と
な
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
家
と
の
連

携
、
協
力
を
進
め
る
。

自
転
車
保
険
料
へ
の   市

独
自
の
助
成 ４

月
１
日
か
ら
県
内
で

は
自
転
車
損
害
保
険
へ
の
加

入
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

小
中
学
生
・
高
校
生
に
対

し
て
市
の
責
任
で
全
員
加
入

に
向
け
た
助
成
を
し
て
は
。 

今
後
、
小
中
学
生
・
高

校
生
へ
の
助
成
も
含
め
、
他

自
治
体
の
事
例
を
研
究
し
て

い
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
と
の
関
係
強
化

床
井
紀
範 
議
員

中
学
生
の
部
活
動
の
改
善
を

新
井
光
男 

議
員

中
高
年
の
引
き
こ
も
り
対
策

塚
越
洋
一 

議
員

市
で
は
大
学
や
郵
便
局

と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
大
規
模
小
売
店
舗
と
の

包
括
的
連
携
協
定
の
締
結

は
。 

大
規
模
小
売
店
舗
が

持
つ
知
名
度
や
集
客
力
な

ど
の
特
色
を
発
揮
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
内
容
の
研

究
を
行
い
、
連
携
が
図
れ

る
か
検
討
す
る
。

商
業
振
興
条
例
の
制
定

を
。 

地
域
商
業
の
活
性
化

は
、
担
当
課
を
中
心
に
関

係
各
課
で
協
力
し
進
め
て

い
る
。
商
工
会
等
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

福
岡
中
央
公
園
桜
通
り

側
の
整
備 健

康
遊
具
な
ど
を
整
備

し
て
は
。

今
年
度
行
う
実
施
設
計

の
中
で
検
討
す
る
。

公
園
の
出
入
口
や
石
畳

な
ど
の
段
差
解
消
、
無
数
に

石
が
転
が
っ
て
い
る
こ
と
へ

の
対
策
、
及
び
桜
の
木
な
ど

の
根
張
り
へ
の
対
策
を
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
自
治
組
織
か
ら
も
要
望

が
あ
る
。
今
年
度
行
う
実
施

設
計
の
中
で
検
討
す
る
。福岡中央公園

地蔵街道

平成29年度政務活動費支出状況　
　

本
市
議
会
の
交
付
額
は
、
議
員
１
人
当
た
り
月
額
１
万
円
で
す
。
平
成
29

年
度
は
、
他

自
治
体
へ
の
行
政
視
察
に
関
す
る
費
用
や
研
修
へ
の
参
加
費
、
会
派
広
報
紙
の
発
行
や
議

会
報
告
会
に
要
す
る
費
用
、
備
品
や
書
籍
の
購
入
費
な
ど
が
主
な
内
容
で
し
た
。
な
お
、

使
わ
な
か
っ
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
市
へ
返
還
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
内
容
に
つ
い
て
は
、
原
則
領
収
書
等
を
添
え
て
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
本
市
議
会
で
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
政
務
活
動
費
の
適
正
な
運
用
と
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　政務活動費は、市政の課題や市民の意思を把握し、市政に反映させるために必要な活動に要す
る経費を会派に対して交付するものです。平成29年度の各会派の支出状況は下表のとおりです。

会　派　名 交 付 金 額 支 出 金 額 返　還　額 備　　　考

青 藍 会 780,000 円 712,740 円 67,260 円
６人

　（平成 29 年４月
　　　　 ～６月は８人）

日 本 共 産 党 600,000 円 659,564 円 0 円 ５人

公 明 党 480,000 円 417,051 円 62,949 円 ４人

信 政 会 410,000 円 421,343 円 0 円
４人

　（平成 29 年 7 月
　　　 ～ 11 月は５人）

無 所 属 90,000 円 89,323 円 677 円
1 人

　（平成 29 年 7 月～
　　　 平成 30 年 3 月）

民進無所属の会 240,000 円 11,664 円 228,336 円
2 人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

無 所 属 120,000 円 0 円 120,000 円
１人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

無 所 属 120,000 円 0 円 120,000 円
１人

（平成 29 年 4 月～ 6 月）

※年度途中で会派を結成・解散した場合はその都度、交付決定・精算を行います。

バーデプールのあるエコパ


